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第22巻 第1号 九 州 大 学 農 学 部 学 芸 雑 誌 昭和40年10月

農 薬 のテ ン トウムシ類 に及ぼす影響 について*

野 原 啓 吾 ・原 田 侃 ・小 野 隆 章

On the effect of some insecticides upon the Coccinellid-beetles 

    Keigo Nohara, Tsuyoshi Harada and Takaaki Ono

緒 論

害虫防除に際 し暫次強毒性の農薬を使用す るように

な り,園 内の 昆虫相 は 単純 化し,特 定害虫のみ繁殖

し,在 来種の天敵で あるテン トウムシ類は減少 して,

薬割費は高 くなる一方で防除は益々困難 な方向に向っ

てい る.し か し,今 後,農 薬 とこれ らテン トウムシの

双方を利用 し,容 易 にしか も安価 に害虫を防除する必

要があるので,私 は現在市販 され,使 用 されている各

種薬 剤のテン トウムシ類に対す る影響を しらべた,

本研究 に当つて懇篤な御指導 と御助言を戴いた九 州

大学安松京三 先生 は じめ本研究 のきつかけを作つて戴

き,か つ,有意義 な御助言 を下 さつた農林省 園芸試験

場 久留米支場 田中学技宮 に対 し厚く御 礼申上 げる.

また,本 研究を行な うに当 り御協力戴いた萩市柑橘

試験場職員各位 に対 して も感 謝の意を表する.

試 験 方 法

室 内 と 野 外 と で,硫 酸 亜鉛加用 石灰硫黄合剤,

EPN,パ ラチオン,ヂ メ トエイ ト,ド ルマ ン ト,ペ ス

タン,フ ッソール水溶剤,水 和剤,液 剤,ヤ ノネー

ル,オ レンジマシンお よび機械油乳剤等の薬剤を使用

して施行 し,幼 虫,蛹,成 虫の各期に これ ら薬剤の及

ぼす影響を調査 した.

室内実験 では ヒメア カボ シテン トウのみを対照虫 と

して使用 した.先 ず,ヤ ノネカイガラムシの寄生 した

枝葉上に ヒメアカボシテン トウの老熟幼虫,蛹 および

成虫をおき薬剤撒 布を行ない,枝 葉 は別途保存 し爾後

これを餌 と してあたえつつ,9×6cmの シャー レの蓋

をガーゼでおおつた ものの底 にロ紙を しき湿 度を調節

しつつ飼育 し経過を調べた.

野外 においては,薬 剤撒 布前に視覚法にてテン トウ

ムシ類の棲息数を調査 し,薬 剤撒布後の棲息数の変化
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お よび地上に死 亡落下 したテ ン トウムシ類の数 を時間

を定めて調査 した.

室 内 試 験 の 結 果

同一薬剤 の使用 にして も,供 試時期,す なわ ち気温

の高低によつて影響のあ らわれ方は変つて来てい る.

フッソールを使用 して見 ると気温の高い時には天敵 に

対す る影響 は気温 の低い時期に比 し,強 くしか も早 目

に作用 して来ていて,害 虫 に対す る殺 虫効果が上 ると

同時に天敵への影響 も多 くなるもの と考 える.燐 性剤

では逆 に気温の高い時よ り低い時の方 がテン トウムシ

類に対 しては即効性 がある傾向が見 られる.硫 酸亜鉛

加 用石灰硫黄合剤,油 乳剤で は幼虫,蛹,成 虫のいず

れの時期において も影響 は見 られなかつたが,そ の他

の薬剤 の使用では幼虫はすべて死 し,成 虫 に対 して も

有 機燐性剤は全部殺 したものの,有 機弗素剤では一応

撒布後6時 間以内に仮死状態になるが,12時 間以内に

回復 し再び摂食 するようにな り,そ の後死亡する個体

もあるが,全 個体死 亡す ることはな く最低1/3位 は生

存 し摂食 していた.ま た,こ のような薬品の違 いと共

に,同 一・薬剤で も製造形態 が異 なると,そ れ が天敵 に

及ぼす影響 に も差が見 られた.7月 に供 試 したフ ッソ

ー ルの液剤 では死亡 した個体 は見 られなかつ たが,8

月に使用 した フ ッソール水和剤で は8割 が 死んでい

て,製 品の形態 によつて も与 える影 響には差が あり,

液剤 の方 が望 ましい ことが わかつた.

蛹の時期に対 しては,い ずれの薬剤で も死亡 した も

のはな く,蛹 自体には影響が ない とは言 うものの,残

効性 に 富んだ,ド ルマン ト,EPN,ヂ メ トエイ ト等

の区 では羽化後死 亡 して しまい,こ れ ら残効性の長い

薬 品はこの点不利になるもの と思 う.ド ルマ ン トは,

残 効性の他に羽化 した成虫に奇型 があ らわれたのが1

例ではあ るが見 られたので,供 試 した薬剤の中では最

も影響力があ るものと予測される.



Table 1. Effect of insecticides upon the mortality of Chilocorus kuwanae 
   (Average of ten individuals)  L  : Last instar larva. P : Pupa. A : Adult. 

Experiment' carried out in June

July

August
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野 外 実 験 の 結 果

ヤ ノネカイガ ラムシの殺虫効果試験 用に撒布 した樹

について,撒 布前と撒 布後の天敵棲息数の 変動を継続

調 能した ところ,室 内実験の場合 と同様に有機燐性剤1

よ りも有機弗素剤の方が テン トウムシ類に対 して影響

が少 な く,前 者では幼,成 虫とも見 られないよ うにな

るが,後 者では成虫が個体数 は減 じつつ も生存 し,活

動 してい る結果が見 られた.蛹 については野外で も害

はな くて,次 々に羽化 しその場 に残留せず移 動す る個

体が半数近 くもあつた.な お,興 味深い ことは,グ ラ

フで も判 るように,イ セ リヤカイガラムシの卵嚢 中に

喰入 して いたベダ リヤテ ン トウ幼虫 に対 しては,蛹 岡

様害 がな く蝋が 羽化 し蛹 数 が 減少せねば ならないの

に,逆 に卵嚢 中の幼虫がはい出て蝋数を ます結 果を も

た らし,こ の蛎は一定期間の後羽化 して来ている.こ

のよ うになにかにひふ くされたものは比較ri勺害を受 け

ないで済むので はないだ ろうか.

パ ラチオンのよ うな即 効性で残 効性のあま りない薬

ではテン トウムシはす ぐ死滅す るが,再 び短期間内に

天敵は移入 し活動 してい る.し か しEPN,ヂ メ トエ

イ トのように,遅 効性で残 効力のある ものでは成 虫は

なる程1日 か,1日 半位遅 く死 ぬ ものの,蛹 か ら羽化

した個体に影響 し,さ らに,い つまで もテン トウムシ

類の移入 は見 られ ない.

寄 生蜂 の場合,遅 効性の薬剤 では,死 ぬ前の産 卵さ

れた ものの子孫が残 り,細 々と天敵が生存 し種 を残す

ことになるが,捕 食虫類 では,む しろ遅 効性の薬は,

逆 に残 効性に富むことか ら即効性で残 効力のない薬の

方 が捕食虫類を保存 する上か ら望ま しいのではないだ

ろ うか.

殺 ダニ剤 とキアシクロヒメテ ン トウ

テデオン,フ ェンカプ トン,ネ オサ ッピラン等の殺

ダニ荊 がキアシクロヒメテン トウに与 える影響につき

調査 したところ,天 敵に対す る害がないといわれてい

たテデオンで も全 く無害 とい うのではな くて,1令 お

よび2令 の若令幼虫は死亡 してい るし,天 敵に対す る

殺虫効果 は低 くて も棲息密度は誠少 し薬剤 に対す る天

敵の避逃効果が多分にあるもの と思 う。テデオンにつ

いで,ネ オサ ッピラン,フ ェンカプ トンの順で天敵に

対する害 は強 くな つ て い る.こ の天 敵の調査 と同時

に行 なつた ダニの棲息数の調査においては,無 撤 布区

の方 がテデ オン撒 布区よりダニ数が早 く減少 し零には

な らなかつたが害のない程度 まで棲息数を下げ成 績が

よかつ た.ま して 天 敵へ の 害の 大 きいフェンカプ ト

ン,ネ オサ ッピラン区で は,一 応早 くダニは誠少 した

ものの再発生 もまた早 く成績 は悪かつた,

薬剤 の殺虫効果 と天敵 の効果

各薬 剤のヤノネカイガラムシ殺虫率は時期によつて

効果が異 なるもののよ うで,特 にパ ラチオン,硫 酸亜

鉛加用石灰硫黄合剤においてはその頓向が強 く見 られ

る,一 般 にパ ラチオ ン剤 は1化 期(6月)の 効果に比

し,2化 期(8月),3化 期(10月)の 効果が落ち る

が,こ れ は2,3化 期ではヤノネカイガ ラムシの成虫

Table 2. Effect of insecticides upon the population of Stethorus japonicus 
    24 hours after their applications.  A: Adult. P: Pupa. Pr : Pre pupa. 

L: Last instar larva. T: Total.



Fig.  I. Population change of Chilocorus kuwanae after the treatment 
  of insecticides. Full line : Adult. Chain line : Pupa. Dotted line : 

   Larva. No.: Number of individuals.



Fig. 2. Population change of Stethorus  japonicas after the treatment of insecticides.

Fig. 3. Population change of Rodolla Cardinalis after the treatment of insecticides.



  Fig. 4. Population change of  Coccinella septempunctata bruckii after 
     the treatment of insecticides. 

Table 3. Effect of insecticides upon the mortality of Unaspis yanonensis 

    one month after their applications.

A: Mortality of Unaspis yanonensis (%). 
B : Joint mortality of Unaspis yanonensis and its predators (%).

比率が多 くなつてい るためであるが,逆 に天敵による

死虫率は高 くなつてい る.こ の現 象は,フ ッソー ルに

関 しては顕著な殺虫 効力の差は認 められず,天 敵 によ

る死 亡率 もまた差が生 じていない.油 乳剤 の使用 は冬

期の天敵の動 きがあま り見 られ ない時期の使用だ けに

天敵に警 がない とはい うものの活動は見 られ ない訳で

あ る.無 撒布区はやは り天敵の活動は最 も盛んで,天

敵加害 を加算 した殺虫率 では最 も高い時期では62.1%

に もなり,最 低の時期でも34.2%に もおよんでい る.

この最 高の死亡率を示 した時期は天敵活動 の少 ない冬

期に出てい るが,こ の時 期は 内然死 が多 くこのよ うな

結果 になつた もので,最 も天敵が活動 し死虫率を.上げ

た時期 はやは り6月 の天敵の多い時 であつた.害 の少

ない薬の使用で も無撒布区に比す と天敵の活動 は少な



くなつてい る.こ のようなことか ら考えると,害 の少

ない薬剤であつて もそれに対する天 敵の避逃作用があ

るよ うで,無 計画 な薬剤撒布は__の 必 要が あると思

われ る.

要 約 お よ び 考 察

テン トウムシ類の老熟幼虫に対 しては,硫 酸 亜鉛 加

用石灰硫黄合剤お よび油乳剤をのぞ くいず れの薬 剤で

も有害であ るが,蛎 について は,ド ルマ ン トで奇型が

まれに羽化 した程度 で影響が ないが,残 効性 に富んだ

薬剤では羽化後の成 虫に対 して害を及ぼ した.成 虫に

は有機弗素剤 が郁 幾燐性 剤より害が少な く,仮 死後同

復す ることが多 く,死 滅す ることはな く,比 較的影響

が少ない.さ らに,テ デ オンでは天敵に対 して害がな

い といわれているが,実 際 にはキアシ クロヒメテン ト

ウの若令幼 虫は死 亡 し,避 逃 作用 もある ものと思われ

る.こ のよ うに天敵 に害がない薬剤 といつて も避逃作

用があ るよ うなので,薬 剤撒布は防除適 期に,天 敵類

に影響の少ない時 期を選んで行な うべきで,無 計画な

薬剤撒布はつつ しむ必要があ ることを痛感す る.
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                                       Summary 

   In this paper the contact toxicity of some insecticide residues to Coccinellid predators, 
Chilocorus kuwanae, Stethorus japonicus and others, is reported. The results are summarized in 
Tables 1 and 2. The last instar larvae receive less toxic influence by zincsulphate plus lime 
sulphur and oils. In very rare cases, some deformed adults emerged from the pupae applied with 
dormant oil. Many insecticides having longer residual effect proved to be harmful to the newly 
emerged adults. The influence of organic arsenics upon the adults was less than that of organic 

phosphates. After the application of organic arsenics, the adults fell into the state of syncope, 
but many of them recovered soon from  the paralytic effect. Although tedion has been said to 
be ineffective against natural enemies, it was fatal against the young larvae of Stethorus japonicus 
and would cause this Coccinellid to vacate treated areas


